
 

１５８ 

公益社団法人安城市シルバー人材センター総合ポイント制度要領 

 

（事業名称・目的） 

第１条 この事業の名称は、「シルバー人材センター総合ポイント制度」（以下「総合ポ

イント制度」という。）とする。 

２ 会員の福利厚生を図ること、会員の積極的事業参加、就業意識の向上を促進するこ

と及び会員互助会事業の魅力を高めることを目的に定める。 

（制度内容） 

第２条 総合ポイント制度は、シルバー人材センターの開催する事業において、特別な

役割を担う会員や事業に対して積極的な活動・行動に応じてポイントを付与し、その

功績を与える制度である。 

２ 制度は登録される会員すべてを対象とする。 

３ 年間ポイントが 10 点（～14 点）、15 点（～19 点）、20 点（20点～）となった者に

は、それぞれ 500 円、1,000 円、1,500 円相当の品物等を交換する。 

４  会員証をチェックし、事業開催毎に参加の証としてポイントを付与する。 

５  会員証を汚損、紛失した場合においての再発行は可能であり、付与されたポイント

についても消失しない。ただし、本人の届け出が必要である。 

（期間） 

第３条 年間ポイントの累積は、シルバー人材センターの事業年度である４月１日か

ら翌年３月３１日までの１年間とする。 

２ 前項の累積した年間ポイントの品物等への交換期間は、次年度４月１日から６月３

０日までとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず年度の中途に退会する場合は、退会日の翌日から起算し

て３月以内に、年間ポイントを品物等に交換することができる。 

（利用方法） 

第４条 総合ポイント制度実施に伴う得点は事務局が配布する会員証を利用し、その

管理は各会員及び事務局が行うこととする。 

２ 対象事業に伴う新規会員の紹介については「新規会員紹介カード」を利用し、事務

局に届けることとする。 

また、新規事業紹介については、その都度「新規事業紹介状」を事務局へ届けるこ

ととする。 

（換算方法） 

第５条 総合ポイント制度の換算方法は換算表のとおりとする。 

（委任） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は総務委員会が定める。 

附 則 

この要領は、令和４年４月１日から適用する。ただし、換算表第１０項の規定は、令

和４年９月１日以降に発生した事故について適用する。 

附 則 

この要領は、令和４年９月２１日から適用する。 



 

１５９ 

 

《換算表》 

 ポイント対象事業 内容 点数 

1-1 定時総会出席  年に１回開催されるセンター総会に出席すると獲得で

きます。ただし、委任状や議決権行使書による参加は対

象となりません。 

3 点 

1-2 当日が就業日となる会員の方は本人の申し出により出

席とみなします。 

2 ボランティア参加

（総務委員会主催） 

ボランティア活動に参加すると獲得できます。 2 点 

3 研修会参加（事務局、

委員会、部会主催） 

研修委員会で認められた研修会及び講座に参加すると

獲得できます。 

1 点 

4 研修において、会員

以外の友人等を誘っ

て参加 

会員以外の友人等（市内６０歳以上）を誘って研修会に

参加した場合、獲得できます。 

1 点 

5-1 新規会員の紹介 会員紹介カードをセンターに提出すると獲得できます。

会員の紹介は複数回可。 

2 点 

5-2 紹介会員が入会すると獲得できます。会員の紹介は複数

回可。 

3 点 

6-1 新規受注の紹介 新規事業紹介状をセンターに提出すると獲得できます。

紹介は複数回可。 

2 点 

6-2 紹介受注が完了すると獲得できます。紹介は複数回可。 3 点 

7 リーダー職 リーダー職就任１年につき獲得できます。会員数５人以

下１点、６～１０人は２点、１１～１５人は３点、１６

～２０人は４点、２０人以上５点です。 

1～5点 

8 安全標語応募 安全標語を１点以上提出すると獲得できます。 1 点 

9 互助会事業参加 互助会事業に参加すると獲得できます。 1 点 

10 事故（就業中、途上） 傷害、損害事故を起こし、安全・適正就業委員会で過失

があると認定された場合、減点となります。 

-5 点 

11 その他 総務委員会で認められた事業に参加すると獲得できま

す。 

1～3点 

※上記の事業参加時は、会員証持参のうえ、バーコードチェックをお願いします。 
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◇新規会員紹介カード 

（裏）                 （表） 

 
 

◇新規事業紹介状 

 


